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こころと感情をどこに意識するか
　　　　　英語の諺と成句の中の腹と胸
遠　藤　祥　雄
はじめに
　　　　Ford：Love　my　wife？
　　　　．Pistol：With　liver　burning　hot．
フォード　俺の女房に惚れているだと？
ピストル　肝臓をあつあつに焦がしてネ。
　シェークスピアの喜劇『ウインザーの陽気な女房たち』で、人の女房に横
恋慕した老フォールスッタフは、二人の人妻に同文の恋文を差し出して散々
な目にあう。上の引用は、子分のピストルがアリスの夫フォード氏に、親分
フォールスタッフの熱々振りを説明する台詞である。
　試しに「肝臓を焦がして」と訳したが、本来は「胸を焦がす」と訳すのが
正しいのかも知れない。日本語でも「肝を煎る」「肝が焼ける」というが、
これは「気がいらいらする」「腹が立つ」ということで、恋の炎を燃え立た
せることではない。
　同じように、英語の‘Icannot　stomach　his　insult．’は、日本語では「彼
の侮辱は腹（肚）に据えかねる」のであって、「胃」に据えかねるとはいわな
い。もっとも、日本語にも「胃の府に落ちる（＝納得がゆく；合点がゆく）」
という表現があり、‘stomach’も「腹」を指すことがあるので、この種の
感情を知覚する部位に関して、英語と日本語で大きな隔たりがあるわけでは
なく、動詞‘stomach＝to　bear；tolerate；endure’と「腹（＝肚）に収め
る）の背後には、どちらも胃の機能が意識されているといえる。しかし、胸
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や腹に収められた臓器に関する表現となると、日本語はその臓器の機能との
関連付けが曖昧である。
　動物を解体して臓器の分類に熟知していた狩猟民族のことばと、農耕民族
の中で生まれ育ったことばでは、臓器の分類や機能に関する知識の差が、こ
とばの差となって現れているといえばいいだろうか。この小論では、腹と胸、
そして腹と胸の内部の臓器が、英語ではどのような連想を喚起しているのか。
英語の諺と成句を中心に、言葉の背後に潜む文化について考察してみたいと
考えている。
（1）胸と腹にみる日英の文化
　陰陽五行の理を踏まえた東洋医学では、人間の臓器は「陰」と「陽」に分
かれ、「臓（＝陰）」と「府（＝陽）」が補い助け合って生命を維持している
と考える。自然界と同様に、人間の生命活動を営む中心は、〈肝臓＝木・心
臓＝火・肺臓＝金・脾臓＝土・腎臓＝水〉の五臓であり、この「五臓」の働
きを助けるのが、〈胆嚢・小腸・大腸・胃・膀胱〉と〈三焦〉の「六府」な
のである。これら五臓六脇の果たす役割は、西洋医学に見られるような合理
性に裏打ちされたものではなく、その体系も素朴で、科学というよりはむし
ろ哲学なのである。生命の不思議も、解剖学的に分析するのではなく、ひと
っの自然現象として有りのままの姿でおおらかに補足するのが東洋医学の特
徴なのである。東洋医学の発祥の地である中国から、ことばの恩恵を授かっ
た日本語は、人体に関する見方や考え方にも、こうした思想が反映している
のは当然の理だといえよう。
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脳 心臓 肺臓 肝臓 脾臓 腎臓
?
胆嚢 腸
脳 一 肝脳
心臓 一 肺心 肝心 心腎 心胃 心胆 心腸
肺臓 肺脳 肺心 一 肺肝 肺腸
肝臓 肝脳 肝肺 一 脾肝 肝腎 肝胃 肝胆
脾臓 脾肝 一 脾胃
腎臓 心腎 一 腎腸?
心胃 肝胃 脾胃 一 腸胃
胆嚢 心胆 肝胆 ｝ 腸胆
腸 心腸 肺腸 腎腸 腎腸 腸胃 腸胆 一
　上の表は、それぞれの臓器が、ことばの上でどう結びついているかを示し
ている。脾臓は現代医学でいえば膵臓だから、これは別として、肝心・肝腎
が「要」を表す他は、肺肝・腎腸・肝胆など、ほぼ全ての熟語が「心；心の
底；まこころ」を意味している。「肝胆相照らす」というように、肝臓を補
うのが胆嚢で腎臓を補うのが膀胱であり、この点では西洋医学にほぼ等しい
が、その結びつきは柔らかで固定的ではない。例えば「肝」「胆」も広義に
は五臓六脈を指し、心・精神・気力の宿る場とされ、「＝が太い」は「胆力
がある；度胸がある」という意味であり、「＝に銘じる」は「心に刻む」こ
とであり、「気」や「心」が意識されている。また感情が知覚される場所も、
「腹（肚）」と「胸」に緩やかに大別するだけで厳密な分布図は描かれていな
い。このことは、それぞれの臓器が喚起するイメージに関しても同じことが
いえる。
関連語 座 臓＝陰 府＝陽 座 関連語
心、精神 心　臓 ← 小　腸 心、感情 断腸、剛腸
愁肺、肺懐 心のうち 肺　臓 ← 大　腸 心、本心
肝銘、肝要 魂、心、真心 肝　臓 ← 胆　嚢 決断力、 大胆、魂胆
脾疽 脾　臓 ←
?
勇気心 洗胃、健胃
腎腸、腎虚 要、要所 腎　臓 ← 膀　胱
　上の表は、五臓六蹄がそれぞれ何の座であるかを示しているが、下表の英
語のもと比較すると、如何にも曖昧である。しかも、日本語は肝臓・胆嚢を
中心とした腹部に熟語が集中している。歴史的に「切腹」が意味したものは、
腹には「真心」が所在するだけではなく、「勇気」や「気力」などの生命力
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が宿る人体の中心であったからに他ならない。
臓器名 座 知力・理解力
脳 （知覚・理解・想像などの）理性の座
心臓 （愛情・人情など）感情の座・悟性の座 本心・心情・愛情
肺臓
肝臓 （愛・勇気・愛欲・性欲などの）感情の本質 情・機嫌
脾臓 （不機嫌・憂嘗などの）感情の本源 不機嫌・憤慨・立腹
腎臓 （愛情・熱情などの）感情の座 体質?
感情の座、根源・意欲・ 意向・意欲・食欲
胆嚢 苦々しい思い、遺恨 憤り・辛苦
腸 （同情・情け・親切心・勇気などの）心の座 慈悲・なさけ勇気
　現代医学の観点からすれば、感情を司るのは「脳」であって胃や腸が引き
起こすものではないが、人間は感覚的に怒りや苦しみや悲しみを胸部や腹部
で感じている。事実、心臓や胃や腸は感情の影響を強く受け、ストレスによ
る潰瘍や萎縮が起き、脈拍の異常や不定愁訴などの自律神経失調症となって
現れる。このため、心臓や胃や腸による感情表現が多いのも当然といえる。
　では、こうした人体を構成する胸や腹一その内部に納められた臓器一一
が、英語ではどんなイメージを喚起し、どう表現されているのか。体格や皮
膚の色こそ違え同じ人間として同じ内臓を持ちながら、西洋と日本ではどん
な知覚の差があるのだろうか。
（2）腹・肚（belly）
John　Bull，　John　Bull，
Your　Belly’s　so　full
You　can’t　jump　over
A　three－legged　stoo1．
　　　nursery　rhyme
スコットランドの医師で風刺作家John　Arbuthnotの風刺作品The
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Historγ　Of　John　Bull（1712）によって定着したという典型的なイギリス男
ジョン・ブル氏は、排他的で無愛想だが率直で楽天的な現実主義者。挿絵に
登場するBull氏は、どれも頭にシルクハットを載せた丸顔で大きな太鼓腹
（pot　belly）をした大食漢（belly・god）である。上のnursery　rhymeのブ
ル氏の太鼓腹（pot　belly）は、「彼の腹は巨万の富と自信とを包蔵している
かの如く素晴らしく大きく突き出していて（横光利一『頭ならびに腹』）」と
いう富豪のイメージと同じく、腹一杯食べられる豊かな生活の証拠であり、
功を成し自信に満ちた男性の典型でもあるのだ。
　緊張したりストレスを感じたりすると腸管は緊張して細くなるが、楽天的
な気分でいれば腸管は弛緩して腹が膨れる。太鼓腹は精神的な余裕の結果だ
ともいえるのである。例えば、七福神の一人である布袋様は、その大きな布
袋腹を突き出し、如何にも長者らしい悠然たる微笑を浮かべているではない
か。太鼓腹の貧乏神など様にはならない。ローマの名将シーザーはキャシア
スを嫌った。キャシアスは痩せて、野望でぎらぎらしたニヒルな雰囲気を漂
わせている。太った豚よりも痩せたソクラテスの方が凄みがあるのは確かだ。
腹の突き出した騎士フォールスタッフは悪党だが陽気で憎めない。だが、「腹
を剖いて珠を蔵める」こともままならない痩せた哲学者のように、世の中に
は〈There　are　many　witty　men　yet　their　brains　cannot　fill　their　bellies．＝
良い頭を持ちながら腹を満たせぬ者も多い〉ことも事実だ。〈The　epicure
put　his　purse　into　his　belly，　and　the　miser　his　belly　into　his　purse．＝大食
漢は財布を腹に収め、守銭奴は腹を財布に入れる〉という諺があるように、
腹の細い痩せた男は‘pinch　belly＝吝畜な人’というイメージが付き纏っ
てしまう。
　「腹も身のうち」で、〈Allow　thy　belly　what　thou　shouldest，　what　thou
may．＝腹には与えたい量を与えるのではなく，与えるべき量を与えなくは
ならない〉ことは承知していても、本来、腹は〈The　belly　has　no　ears．＝
道理を聞く耳を持たない〉から、腹が空けば、「腹八分目」といった自制心
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など消えうせ、ジョン・ブル氏のように、腹一杯詰め込んで行動が鈍くなり、
〈A　full　belly　neither　fight　nor　flies　wel1．＝喧嘩をするにしても逃げるにし
ても上手く行かない〉お粗末な姿を曝け出してしまう。
　　「腹が北山（＝減った）」の者にとっては、〈Hunger　makes　hard　beans
sweet．＝堅い豆でも旨い〉と感じる。粗食といえども〈A　belly　fu11　is　a　bellyfu1
［though　it　is　but　of　chopped　hay］．＝満腹は満腹〉なのだから、当座は腹の
虫を治めることはできるが、本当に〈lt　is　good　mows　that　fill　the　belly．＝
腹を満たしてくれるのは美味い食物〉なのであって、〈Hard　fare　makes
hungry　bellies．＝粗末な食べ物ではすぐに腹が減る〉から始末が悪い。金持
ちならいざ知らず、〈His　belly　is　too　strong　for　his　purse．＝＝財布に見合わぬ
大食漢〉のサラリーマンともなれば、その食欲なまでの食欲を満たすために、
〈The　belly　rob8　the　back．＝美食して粗衣を纏う〉結果は目に見えている。
　〈Shake　a　Leicestershire　man　by　the　collar　and　you　shall　hear　the
beans　rattle　in　his　belly．＝レスターシャー人の襟首を捕まえて揺さぶると
腹の中で豆の鳴る音がする〉と腹に詰め込んだ食い物によって笑いものにさ
れては、肉に手の出ない貧乏人は立つ瀬がない。もっとも〈】己）ve　and　raw　pea
are　two　dangerous　things，　the　one　breaks　the　heart　and　the　other　bursts
the　belly．　＝愛と生煮えの豆は危険なもの、愛は胸を焦がし豆は腹をこわす〉
という諺のように、〈Every　pea　has　its　vease（＝イタリア語で「腸内の音」）
and　a　bean丘fteen．＝エンドウ豆を一粒食べると屈が一つ、インゲン豆なら
屈が十五〉といった具合で、食べれば腹が鳴り「腹の雷で雪隠は夕立」と賑
やかな音に悩まされることもある食品。しかし、これも‘pepper　belly＝メ
キシコ人’や‘rice－belly［rice－grinder］＝中国人、アジア系の人’という軽
蔑的な表現と同じく、イングランド中部のこの地方が豆の産地であったこと
から生じた椰楡なのであり、Lincolnshire付近の湖沼地帯（the　Fen）で獲
れる鰻の腹が黄色いことから、イングランド東部のLincolnshire生まれの
人を‘yellow　belly［bellies］＝（特に）the　Fen生まれの人’と椰楡するの
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と同じである。
　確かに〈Afull　belly　gives　good　counsel．＝満腹していればこそよい助言
を与えることができる〉のだが、これもほどほどが肝心で、〈A　fat　belly　does
not　engender　a　8ubtle　wit．＝満腹していてはデリケートな才知など生まれ
ない〉ことも、また事実。満腹なら満腹で、頭の中の血液は食べた物の消化
に回され、〈When　the　belly　is　fUll　the　bones　would　be　rest．＝腹の皮が張れ
ば目の皮が弛む〉から、〈A　bellyful　of　gluttony　wil1　never　study　willingly．
＝大食腹に満ちれば学問腹に入れず〉と口実をもうけて、頭は怠けてしまう。
確かに〈Lean　belly　never　feeds　a　fat　brain．＝空きっ腹ではでは良い考えな
ど浮かばない〉し、〈A　fu11　belly　makes　brave　heart．＝勇気がでるのも満腹
のおかげ〉だが、腹がくちくなると〈When　the　belly　is　full　the　mind　is
amongst　the　maids．＝頭に浮かぶのは色気ばかり〉と、腹は性欲と親和す
る傾向がある。
　何といっても腹の役割は、身体の活力の源である食物を格納し消化するこ
と。〈The　belly　carries　the　legs　and　not　the　legs　belly．＝腹が足を動かすの
であって足が腹を動かすのではない〉から、足を使う歩兵などは、当然〈An
army　marches　on　its　belly．＝腹が減っては戦ができない〉ことになる。「子
どもと小鰹は腹の割れることを知らぬ」というが、育ち盛りの子どもがいっ
も腹をすかしているのは、〈A　growing　youth　has　a　wolf　in　his　belly．＝その
腹に狼を飼っている〉からで、「侍の子どもは腹が減ってもひもじゅうない」
と、やせ我慢もしてはいられない。子どもに限らず〈Afasting　belly　may
never　be　merry．＝腹が減っていれば陽気にもなれない〉のが普通で、〈He　is
like　a　bagpipe，　he　never　talks　till　his　belly　is　full．＝バグパイプと同じよう
に満腹するまで口を利く気にもなれない〉のも、食事が元気の源なのだから
仕方がない。
　英語の腹は、‘a．The　part　of　the　body　which　receives　food；the　stomach
with　its　adjuncts．　b．　Hence，　Put　for　the　body　in　its　capacity　for　fbod；
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oPPosed　to　back　as　the　recipient　of　clothing，　Also　the　apPetite　f（）r　food．　c．
The　body　in　its　capacity　for　indulgence　of　appetite；gluttony．一一…－OED’
と胃と腸を納めた「袋」として意識されている。
　また、腹は愛や思いやりの宿る場（the　seat　of　compassion　and　love）と
されてはいるが、〈He　whose　belly　is　full　believes　not　him　who　is　fasting．
＝馬腹持ちて人腹知れず〉となって、満腹すると腹を減らした者への思いや
りなど消えうせてしまうらしい。空になるのを恐れる腹には、〈It’s　a　good
story　that　fills　the　belly．＝腹を満たしてくれる話しはよい話し〉に聞こえ
る。〈The　belly　is　not　611ed　with蹴r　words．＝美辞麗句では腹は膨れない〉
ので、人の〈The　best　way　to　their　honest　heart　is　through　the　belly．　・＝心
を掴むには食い気を利用するのが一番〉で、飲み食いに誘って相手の腹を満
たして自分の懐を肥やす「接待」が効果があるのだ。
　英語の腹（belly）も日本語と同じように胎（womb）が意識される。〈The
birth　follows　the　belly．　＝出生は胎（子宮）に従う〉という諺や、〈Who　was
［is］killed　by［with］a　cannon（buUet）was　cursed　in　his　mother’s　belly．
＝大砲の弾に当たって死んだ者は母親の胎の中にいるとき呪われたのであ
る〉といった俗信に見られるように、子どもは父親よりも母親の血を受け継
ぐものと考えられた。〈Aship　under　sail，　a　man　in　complete　armour，　a
woman　with　a　great　belly　are　three　of　the　handsomest　things．＝帆走して
いる船、完全武装の兵士、腹の大きな女は天下の三大美観である〉という諺
の‘belly’は、一杯に張った（bellied）船の帆と妊娠中の女性の腹がイメ
ージされているが、〈Fish　and　women　are　best　on　the　belly．　＝魚と女は腹が
一番〉では、肉感的な女性の白い腹が意識されている。
　英語にも‘fire　in　one’8　belly＝野’d・、熱意；霊感’という成句があり、〈The
belly　teaches　all　arts．＝腹が全ての技芸を教える〉といって腹は技芸の座と
されている。人は空腹を満たすためにはどんな努力も厭わないものだ。その
努力の結果として身に付く技芸であり、ここでも「空腹」が意識されている
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のである。欲望・意欲・意向（inclination　or　desire　for　something　other　than
food）の座は、胃（stomach）が意識される。また、〈1　know　your　thoughts
as　well　as　if　1　were　in　your　belly．＝君の腹の中に僕がいるかのように君の考
えていることが分かる〉という腹も、〈He　is　sillier　than　a　crab，　who　has　all
his　brain　in　his　belly．＝奴は自分の脳味噌を腹に入れている蟹より馬鹿だ〉
と同様に、知性の座としての「頭（head）＝脳（brain）」に対する肉体の
中の「容器（the　internal　capacity　of　body）」としての腹であって、日本語
の「肚の内；こころばせ・本心」など、心の座としての腹ではないのである。
　腹に相対するのは、「頭」や「背」や「目」である。16世紀の諺〈That　which
is　gotten　over　the　deVi『s　back　is　spent　under　his　belly．＝悪魔の背で得られ
たものは悪魔の腹で消化される→悪銭身に付かず〉の腹も、重荷を背負い責
任を一身に受ける「背」に対し、色気や贅沢（under　his　belly＝by　lechery，　in
riot　and　luxury）によって、「背」の稼ぎを消費する「腹」が意識されてい
るのである。
　　　　　　　　　　　　　　胃（stOmach）
　現代医学の上からも、感情の影響を最も受けやすい胃は、感情の座・源（the
seat　or　source　of　the　feeling：emotional　power　or　capacity　to　meet　or
withstand　a　demand　on　the　feeling）であるとされている。
　①空腹・吐き気・満腹による嫌悪感の座（the　seat　of　hunger，　nausea，
　　discomfort　from　repletion）としての胃。
As　a　surfeit　of　the　sweetest　things
The　deepest　loathing　to　the　stomach　brings，＿
　　　　　　∠4妬dk〃mmθr」⑭6否伽am，　IV．2．
パックに魔法をかけられたとも知らぬライサンダーが、まだ眠っているハ
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一ミアを評した台詞。これは〈What　is　sweet　in　the　mouth　is　often　bitter　in
the　stomach＝口に甘いものは腹では苦くなる〉という諺を踏まえて、甘い
もの（＝ハーニア）も食べ過ぎれば‘heaVy　on　one’s　stomach・＝胸にもたれ
て’やがて思っただけでも‘My　stomach　tums　at　it．＝胸がむかつく’と彼
女を腐したもの。
　ジョン・ブル氏に代表されるように、英国人、特に上流階級の人たちは、‘to
have　a　stomach，　like　a　ostrich＝ダチョウのような強靭な胃袋’の持ち主で、
〈Better　the　purse　starves　than　a　lere（＝empty）stomach．＝空腹より財
布が空の方がましだ〉と考える健啖家。グリニッジ標準時のお国柄にもかか
わらず、〈The　stomach　is　the　truest　clock．＝腹時計ほど正確な時計はな
い〉と、自分の腹時計を信じて〈A　sharp　stomach　make　short　devotion．＝
空腹だと食膳のお祈りも短くなる〉人種。そこで〈The　way　to　Englishman’s
heart　is　through　his　stomach．＝英国人の心を射るには胃袋を満足させるの
に限る〉だという。英国人にとっては、〈’lb　have　a　stomach　and　lack　meat，
to　have　meat　and　lack　stomach，　to　lie　in　bed　and　cannot　rest　are　great
miseries、＝食欲があるのに食べるものがない床についたが眠れない、これ
はこの世の悲劇〉であり、それに〈When　a　man　sleeps　hi8　head　is　in　his
stomach．＝人が眠るとき頭は胃袋の中にある〉から、空腹を抱えていれば
眠ることもできないのである。
　〈Lazy　folks’stomach　don’t　get　tired．＝怠け者の胃袋は疲れを知らな
い〉ともいうが、旺盛な食欲を訴える胃に財布は悲鳴を上げてしまう。〈lf　it
were　not　for　the　stomach，　the　back　would　wear　gold．＝もし胃がなければ、
金の衣服が着られる筈だ〉という嘆きは時代を超えての嘆きなのである。貧
富の差が極端に広がっていた16世紀、一部の大地主たちは〈The　wholesomest
way　to　get　a　good　stomach　is　to　walk　on　your　own　ground．＝最も健康的な
食欲増進法は自分の地所を歩くことである〉と豪語していたが、職もなく食
べることにも事欠いた庶民はくThe　rich　man　walks　to　get　a　stomach　to　his
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meat，　the　poor　man　to　get　meat　for　his　stomach．＝金持ちは腹ごなしのた
めに歩き、貧乏人は腹を満たすために歩く〉という諺通り、その日その日の
‘stay　one’s　stomach＝飢えを凌ぐ’ために歩き回るしかなかったのである。
　②欲望・意向・意欲（inclination　or　desire　for　something　other　than
　　food）の源としての胃。
Nay，　let　me　praise　you　while　1　have　stomach．
　　　　　　　　ThθMerehant　Of　Veniee，　III．5．
　食事を前にしてシャイロックの娘ジェシカが、ロレンゾーにいう台詞。彼
女をポーシャに並ぶ立派な妻だと感謝するロレンゾーに対し、誉めてやりた
い「気持ち（stomach＝desire，　inclination）」と「食欲（stomach＝appetite）」
とをかけた洒落。
　何といっても「胃」は健康と活力の源。その胃の意に添わないものは‘go
against　one’s　stomach＝性に合わない’ばかりか、‘have　no　stomach＝好
きにもなれない’のは当然の生理。ここからstomachには上のような意味
合いが生まれ、食い気だけが旺盛で働く意欲のない人物を評して、〈He　has
two　stomachs　to　eat　and　one　to　work．＝彼には食べる胃袋（意欲）が二つ
あり働く胃袋は一つしかない〉などという。
　わが国の胃（胃の府）は、「心胃＝心・意志・精神」「胃の府に落ちる＝納
得する」「灰を飲んで胃を洗う」など、「心」の座。‘on　an　empty　stomach
＝空腹で’‘butterflies　dance　in　one’s　stomach．＝胸がドキドキする’‘I
felt　as　though　a　lead　weight　had　been　lifted　out．＝胸のっかえがおりた気
がする’など、空腹や不安やときめきを感じる部位も日本語は「腹」や「胸」
と範囲がおおまかで、食欲や意欲の源も胃ではなく、「食い気」［やる気］な
ど「気」の作用と考えた。
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　　　　　　　　　　　　　腸（㎞wel，　gut）
　‘bowel’は大腸’小腸・盲腸の総称で、その役割から「食欲・強欲（greed）」
を表し、同情［慈悲］心（the　bowels　of　compassion；＝mercy）など〈同情・
情け・親切心の宿る座（the　seat　of　tender　and　sympathetic　emotions；pity；
compassions；heart）〉と考えられている。
　幽門から肛門までの消化管を指す‘gut’は、食欲の場としての腹（belly）
を表し、「勇気・根性・活力・忍耐力（strength，　or　force　of　character；
courage）」や「中身；（特に）本質的な部分；真髄・実質（essential　part；
essence）」を表す。
Why　dost　thou　converse　with　that　trunk　of　humorous，．．．
that　huge　bombard　of　sack，　that　stuffed　cloak－bag　of　guts，
　　　　　　　　　　　　　　　　　117ξ）ゾ7」つ7∫V．　1．4．
　父王ヘンリー四世の役を演じるハル王子が、酒樽のような腹をした酒びた
りのフォールスッフの性格や行動を描写する台詞である。その風貌からし
て、フォールスタッフは知力より胆力がある男（‘He　has　more　guts　than
brain，’）に見えるが、実はなかなか頭の良い男（‘He　has　guts　in　his
brain．’）。だが、嘘つきの臆病者で、満腹すると頭が空になる（‘Full　bowls
make　empty　brain．’）あたりが、彼の人気の秘密でもある。
　しかし、何といっても「腸」の果たす役割は人間の健康と活力の発生源。
〈The　guts　uphold　the　heart　and　not　the　heart　guts．＝腸が心臓を支えてい
るのであって、心臓が腸を支えているのではない〉し、また〈Let　the　guts　be
full，　for　it’s　they　that　carry　the　legs．＝足を動かすのも腸〉であり、腸は「知
（brain）」に対する「気（guts）」として意識される。ここから「肚の据わっ
た」男には、‘aman　with　plenty　of　guts＝気力も根性も備わっている’が、
肚が据わらないようでは、‘have　no　guts＝気力や根性に欠けて中身もな
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い’ばかりか、‘have　no　bowls［of　mercy］＝無慈悲’な男と断定されても
仕方がない。
　　　　　　　　　　　　　肝臓（liver）
　肝臓は、愛・勇気・意欲・性欲など情熱の座（the　seat　of　love　and　violent
passion）と考えられた。
　　She　did　show　favour　to　the　youth　in　your　sight　only　exasperate
you，　to　awake　your　dormouse　valour，　to　put　fire　in　your　heart　and
brimstone　in　your　liver．
乃θ伽ロ佐ゐM勲ちIII。2
　アンドルーの恋心を掻きたてようとするフェービアンの台詞。このように
「眠っている勇気を呼び覚まし、心臓に火を放ち、肝臓に硫黄の火を燃え上が
らせる」恋は、血と肝臓の活力の結実なのだと考えられていた。しかし、ア
ンドルーの気弱さに肝を焦がす（＝苛立っ）トービーは、‘＿you　find　so
much　blood　in　his　liver　as　will　clog　the　foot　of　a　fiea，．．．＝お前の肝臓には蚤
の足を濡らすほどの血もない’とあざ笑うが、これも臆病者の肝臓には血が
流れていないか、あっても凝固していて冷たいという俗信によるもので、‘of
white　Iiver；lily　livered＝臆病な’という表現もある。ここから‘a　hot　liver
＝多情・情熱’や‘acold　liver＝冷血’のイメージや‘with　all　my　heart　and
a　pieee　of　liver＝心を打ち込んで、心を込めて’という成句が生まれた。
　日本の「肝」は「肝の束ね」といって、五臓六胴を束ねる最も大切な臓器
とされ、（1）急所、物事の重要な点　（2）物事に恐れない気力　（3）心の奥
底・心根に通じ、「肝魂・肝精・肝に銘じる・肝心」など、魂の所在、考え
の所在、心の座とされ、心との結びつきが強く英語の‘heart’に近い。ま
た「肝胆相照らす」というように、肝臓は度胸の座としての胆嚢とは表裏を
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なしている。
　日本語にも「白魚の肝＝肝が小さい、気が小さい」という表現があるが、
「胸を割きて肝を取る」のように、存在する場所は肝臓より上の心臓に近い
部位が知覚されている。また「肝をつぶす」は英語では胃や心臓が意識され、
‘Let　no　woman’s　painting　bread　thy　stomach’s［heart’s］fainting、　＝女の
化粧直しを見て肝をつぶすな’などという。
　　　　　　　　　　　　胆嚢（gallbladder）
　胆嚢は胆汁の持つ苦味から、〈苦しみ・苦々しい思い・遺恨・憎悪（any
intensely　bitter　feeling，　deep　hatred；malignity；any　bitter　and　trying
experience；envy）〉を表す。
But　1　am　pigeon－livered　and　lack　gall
Tb　make　opPression　bitter，　or　else　this．
　　　　　　　　　　　　Hamlet，　II　2．
　‘The　gall　of　bitterness＝極度の苦しみ’の末、叔父クローディアスの本
心を探るための芝居『ゴンザーゴ殺し』の打ち合わせを終えたハムレットの
台詞。鳩のような自分の気弱さに‘as　bitter　as　gall＝ひどく苛立った’ハ
ムレットは、役者たちとの打ち合わせで毒舌を吐くが、〈Who　has　gall　in　his
mouth　cannot　spit　honey＝腹を立てていれば優しいことばなど出てこな
い〉のも彼が正直である証拠ともいえる。口と腹とが裏腹な甘言こそ用心が
肝心で、〈A　honey　tOngue　a　heart　of　gal1．＝心に毒を含んでいる〉ことがあ
る。
　当時、〈Pigeon　have　no　gall．＝鳩には胆嚢がない〉という諺があり、おと
なしく平和な鳥である鳩には胆嚢がなく‘gall　and　wormwood＝深く憤る’
こ，とがないと考えられていた。これは胆汁の苦味が毒を持っているという俗
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信に基づいたものらしい。
　　Le　there　be　gall　enough　in　thy　ink，　though　thou　write
with　a　goose－pen，　no　matter．
　　　　　　　　　　　　　　　　7Lvelfth　Night，　II．3．
　「男は胆から謄は酢から」というが、臆病なアンドルーに決闘状を書かせ
るトービーの台詞。gooseは臆病の代名詞。「書き手が臆病だってかまわね
一。インクにしこたま苦味を加えて毒舌を並べるんだ」の意。‘write［dip
one’s　pen］in　gal1＝毒舌を書き連ねる’という成句も、昆虫や菌類の寄生に
よって植物の葉・茎・根などに発生する一種の瘤に多量のタンニンが含まれ
ていて、これがインクの材料として用いられた歴史と、胆汁の持つ苦味が混
合して生まれた表現。また〈No　honey　without　gal1．＝楽あれば苦あり〉や
〈Of　honey　and　gall　I　love　there　is　store．＝恋は甘くもあり辛くもある〉と
いう諺のように、胆汁は蜂蜜と対比されることが多い。
　日本語の「胆」は、「胆大小心（＝度胸は大きく持ち、注意はこまかくす
べきこと）」「胆力・胆気」「心胆・肝胆」のように、（1）気力；度胸、きも
だま　（2）こころ；本心の座と考えられていた。
（3）胸（bosom，　breast，　chest）
Red　stockings，　blue　stockings，
Shoes　tied　up　with　silver；
A　red　rosette　upon　my　breast
And　a　gold　ring　on　my　finger
　　　　　　　　　　　　nursery　rhyme
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　胸にはリボンの花飾り、指には金の指輪。精一杯のおめかしをして輪踊り
（ring　dance）に興じる村娘たち。
　英語の胸（＝bosom，　breast（s），　chest）も胴体の前面、首から下の胸骨の
部分（the　part　of　the　body　between　the　neck　and　the　abdomen，enclosed　by
the　ribs　and　the　breastbone）を指し、日本語とほぼ一致する。‘bosom’
は「愛情が宿る所」が本義で、やや雅語に近く、女性の乳房（breasts）を
碗曲に指すこともある。抽象的・比喩的に用いられることが多く、具体的に
使用されるのは、‘the　bosom　of　a　dress＝服の胸’など。情緒的・感情的色
彩の強い日本語の「胸」は、ほぼ英語の‘heart’に対応するといえる。
　‘breast（s）’は「肩から腰までの部分」が原義で、単数形では特に胸の
「前部；胸の辺り」を意味し、複数形では「（特に）女性の乳房」を意味する
ため、上着の胸ポケット（breast　pocket）などを除いて男性にはあまり使
われない。‘chest’は「箱・篭」が原義で、‘have　a　weak　chest＝胸（肺）
が弱い’など肺を含めた「胸部」の意に用いられるが、‘get＿of　one’s　chest
＝…?ﾅち明ける’‘have＿on　one’schest＝…を気にする’‘make　a　clean
chest　of＝…をすっかり打ち明ける’の表現もあり、三者の明確な使い分け
はあまり意識されてはいない。
　①　　（愛情の座；思考・心情・情緒の中枢としての）胸・胸のうち・胸
　　中
If　1　may　trust　the　flattering　truth　of　sleep，
My　dreams　presage　some　joyful　news　at　hand．
My　bosom’s　lord　sits　lightly　in　his　throne，
And　all　this　day　an　unaccustom’dspirit
Lifts　me　above　the　ground　with　cheerfu1　thought．
　　　　　　　　　　　Romeo　and　Juliet，　V　1．
こころと感情をどこに意識するか 101
　第5幕1場。マンチアの街上。嬉しい夢の実現を信じたいロメオは、「わ
が胸の主・恋の神が軽やかに王座に座り、今日は一日いつにない嬉しいとき
めきに、足もおちおち地につかない有り様だった」と独白する場面。これは、
胸（bosom）が思考・心情・情緒などの中枢として考えられていたからであ
る。
　　‘the　bird　in　the　bosom＝胸中の鳥’とは、「良心・内心・秘密・誓約」
のこと。〈The　evil　that　comes　out　of　our　mouth　falls　into　our　bosom．＝わ
れわれの口からでる悪罵はわれわれの胸の中に落ちる〉という格言も感情の
中枢としての胸が意識されたもの。したがって、‘bosom’の動詞には「（1）
（人を）やさしく迎え入れる；可愛がる　（2）（秘密などをを）胸に秘める」
の意味が、形容詞（‘bosomed’を含む）には「胸に秘めた；内に隠した」
の意味があるが、‘breast’や‘che8t’には同様の意味は見られない。人を
その胸に抱き留めることは、即ちその人を‘take　someone　to　one’s　bosom
＝妻に姿る；深く愛する’ことであり、人に‘speak　one’s　bosom＝心のう
ちを明かす’のもbosomであり、愛する人の前で‘with　panting　bo80m＝
胸がときめく’のも、胸に愛あればこそなのだ。〈No　friend　to　a　bosom
fHend；no　enemy　to　a　bosom　enemy．＝親友にまさる友はなく不倶祖載天の
敵をしのぐ敵はない〉という格言にもある通り、愛や憎しみの選択を決定す
るのは、この胸三寸にあるといえるのだ。
　人間だれしも、多彩な感情を‘keep　in　one’s　bosom＝胸に秘めている’
もの。それが‘of　one’s　bosom＝最愛の’人への愛であることもあれば、憎
しみや怒りであったとしても不思議ではない。イソップ寓話の例のように、
死にかけた‘nourish　a　viper　（＝snake）in　one’s　bosom＝腹を懐の中で
育てる’中に、助けた嬢に噛まれた経験を持つ人もいる筈。恩を仇で返すよ
うな人でなし（Viper）がいる以上、〈Suspicion　is　a　virtue　where　a　man
holds　his　enemy　in　his　bosom．＝胸に敵を抱く者にとって相手を疑うことは
徳目である〉ことも否定できないが、そうした感情を表面化させて本性を表
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す（show　one’s　horns）と、当然摩擦が生じる。人との摩擦を避けたいので
あれば、〈He　that　has　horns　in　his　bosom　let　him　not　put　them　on　his　head．
＝胸の中に生やしている角を頭に生やすべきではない〉という格言も、また
真実なのだ。〈Awise　man’s　bosom　is　his　trouble’s　tomb．＝賢者たらん者は、
悩みをその胸に納める〉忍耐力と寛容さが欠かせない。〈A　mouse　in　a　bag，　a
serpent　in　your　lap，　and　fire　in　your　bosom＝袋の中の二十日鼠、膝の蛇に
胸の火〉という格言もあり、普通マイナスになると思われるものでも、別の
考え方をすれば、これがプラスにもなりうるのがこの世の不思議でもあるの
だ。
　その点、同じ胸でも‘breast（s）’と‘chest’は、「からだことば」として
は原義的だ。鬼が念仏を唱えるように〈The　cro8s　in　his　breast　and　the　deVil
in　his　action．＝胸には十字架、行為は悪魔〉といった輩の「胸」も、十字架
を架けた「胸」が一義であり、胸の中の信仰心は暗示的である。〈He　that　has
a　dog　of　his　own　may　go　to　the　church　with　the　clean　breast．　・＝自分自身の
犬を飼っている者は晴れやかな気持ちで教会に行ける〉も、犬は泥棒除けに
飼うことから、犬を飼っている事は泥棒ではない証拠であり、「（たとえ泥棒
でも）胸を張って礼拝に参列できる」が一義的であり、「（胸を張って）正々
堂々と」は暗示的である。
　〈He　that　has　love　in　his　breast　has　spurs　in　his　sides．＝胸に愛情を抱
く者は脇腹に拍車をかけられたに等しい〉という諺では、愛するがゆえの胸
の痛みが、胸と隣接した「脇腹」にまで広がって意識され、bosomではなく
breastの原義が生かされたものと思われる。貧乏暮らしの遣り繰り算段に屈
辱感を味わされた経験から生まれた諺、〈Aproud　heart　in　a　poor　breast
has　much　sorrow　to　suffer．　＝貧しい胸の中の誇り高い心は多くの悲哀を舐
めなければなならい〉では、「心（heart）」の在処としての胸が意識されて
いるため。通常「知識」の座は「頭（head）」が意識されるが、〈Learning　in
the　breast　of　a　bad　man　as　a　sword　in　a　hand　of　a　madman．＝悪人の胸の
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中の学識は狂人手の中の剣のようなものである〉では、「胸」が使われてい
る。上の諺の学識（1earning）は、知識・学問よりも「悪知恵；経験」が意
識されていて、悪知恵を使う人間の心のあり方を指しているが、bosomがや
や古い語であるためにもあって、‘bosom’と‘breast’では、特に明確な
区分けがされるわけではない。ただし、この意味で‘bosom’と‘chest’
が混用されることはほとんどない。
　　　　　　　　　　　　　　心臓（heart）
　英語の‘heart’は‘brain’とは区別され、例えば〈Hearts　may　agree　though
heads　differ．＝頭（＝知性）は一致しなくとも心（＝感性）は一意するであ
ろう〉という諺のように、‘brain（＝月・夜・闇）’に対して‘heart（＝太
陽・光・昼間）として意識される・
　The　night　has　thousand　eyes
　　And　the　day　has　but　one；
Yet　the　light　of　a　whole　world　dies
　With　the　setting　of　the　sun．
　　　　The　Mind　has　a　thousand　eyes
　　　　　　And　the　heart　but　one；
　　　　Yet　the　light　of　a　whole　1ife　dies
　　　　　　When　love　is　done．
EW．　Bourdillon：‘The　Night　Has　a　Thousand　Eyes’
　また、‘learn　by　heart＝記憶する’という成句は、感情が宿る「腸（bowel）」
に対して、心臓を「物事を理解する能力・論理的思考力の座；悟性の座（the
seat　of　the　intellect）」と考えたラテン語の影響によるものである。
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①（知識の中枢としての脳と区別して、感情の中心としての）心・心
　情・気持ち・気分・感情の座（the　seat　of　affection　and　passions　as
　distinguished　from　the　intellect　and　will　placed　in　the　heart；the
　emOtiOnal　natUre；feeling．）
The　hearts
That　spaniel’d　me　at　heels，　to　whom　I　gave
Their　wishes，　do　discandy，　melt　their　sweets
On　blossoming　Caesar．
　　　　　　　　　　Aロtony　anゴCleopatra，　W　l　2．
　犬のように尻尾を振ってシーザーに追従する味方の変節を嘆き、かって
‘gave　his　heart　to＝思いを寄せた’クレオパトラを呪うアントニーの台詞。
アントニーならずとも〈Every　heart　has　its　own　aches．＝人は胸にそれぞ
れの痛みを抱えている〉ものだが、こうした〈Grief　pent　up　will　break　the
heart．＝悲しみを心に閉じ込めておくと胸が張り裂ける〉思いがするもの。
そして〈The　country　for　a　wounded　heart．＝傷ついた心を癒すには田舎が
一番〉というが、今や彼には帰るべきところがない。〈The　two　things　do
prolong　your　life，　a　quiet　heart　and　a　loVing　wife．＝男の寿命を延ばすもの
二っ、静かな心と心やさしい女房〉というが、妻を裏切ったアントニーの嘆
きが‘move［stir，　touch］the　heart＝胸に堪える’ではないか。
　②（愛情・好き嫌いなど揺れ動く心としての）愛情・同情心・人情・
　　恋愛の座（the　seat　of　the　emotions　or　love　sometimes，　the　intellect　and
　　will，　or　even　the　entire　personality　considered　as　capable　of　being
　　moved　or　influenced．）
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Tell　me　if　fancy　bred，
Or　in　the　heart　or　in　the　head？
How　be　got　how　nourished？
　　　　　　　　　　　　Romeo　andJuliθt，　III．2．
　パッサーニオが箱選びをしている間に歌われるマドリガル。〈Still
Cupid’s　arrow　stick　near　to　the　heart．＝キューピッドの矢が心臓の近くに
突き刺さる〉と、そのくThe　heart’s　letter　is　read　in　the　eyes．＝想いは目
にあらわれる〉もの。わが国でもいうではないか、「鏡は容貌を見せ酒は心
を表し色は目にでる」と。
　③（広く知・情・意を含む人格を中心とした）心・心の奥底・本心・
　　胸中（the　sea　of　one’s　inmost　thoughts　and　secret　feelings；one’s
　　inmost　being；the　depth　of　the　soul．）
For　when　my　outward　action　doth　demonstrate
The　native　act　and　figure　of　my　heart
Is　complement　extern，‘tis　not　long　after
But　1　will　wear　my　heart　upon　my　sleeve
For　daws　to　peck　at：Iam　not　what　I　am．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Othello，　II．3．
　冷徹氷の如く陰険邪悪で‘wear　one’s　heart　upon　one’s　sleeve＝感情を露
にする〉ことを嫌うイヤーゴーは、「俺と外見とは違う人間だ」とうそぶく
が、こうした〈God　in　the　tongue　and　the　deVil　in　the　heart．＝舌には神、
心には悪魔〉が住む人面獣心の輩には用心が必要だ。しかし、外見と内面と
の落差が激しいのは女性も同じ。〈Awoman’s　heart　and　her　tongue　are　not
relative．＝女の舌と心は裏腹〉で、取り分けくNothing　agrees　worse　than　a
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lady’s　heart　and　the　beggar’s　purse．＝貴婦人の心と乞食の財布ほど一致し
ないものはない〉のだという。男も男で〈When　the　heart　is　fu11　of　lust，　the
mouth’s　full　of　leasings．＝心が色情であふれると口からは嘘があふれる〉
始末。ところがこうした男も、〈A　fu11　heart　lied　never．＝酒に酔うと嘘はつ
かない〉もので、つい〈Nearest　the　heart　nearest　the　mouth．＝本心が口
に出る〉結果となるお粗末なのだ。
　④勇気・元気・堪忍の座（the　seat　of　courage：capacity　for　endurance　or
　　enjoyment；coUrage；spirit．）
His　captain’s　heart
When　in　the　scuffles　of　great　fights　has　burst
The　buckles　on　his　breast，　reneges　all　temper，
And　is　become　the　bellows　and　fun
Tb　cool　a　gypsy，s　lust．
　　　　　　　　　　　んntonγa刀∂α已ρρθ頗，1．1．
　ローマ帝国の三頭政治を形成する一人、マーク・アントニL－一は、クレオパ
トラの色香に迷い‘heart　and　soul二身も心も打ち込む’変わりよう。かっ
ては「燗々と輝やく眼光で大軍を射すくめた勇敢な将たる者が、今では娼婦
お抱えの阿呆になってしまった」と、ファイロは‘break　one’s　heart＝嘆
く’のである。ファイロの嘆きは「小人の心をもって君子を量る」ことに等
しいが、クレオパトラへの想いに‘one’s　heart　leaps　up＝心躍る’アント
ニーに畑々たる眼光など求めようもない。
　‘have　one’s　heart　in　one’s　boots＝意気消沈している’者に、諺は〈Set
hard　heart　against　hard　hap．＝困難には堅固な心をもって立ち向かえ〉と
か、〈A　good　heart　conquers　ill　fortune．＝勇気ある心は不幸を克服する〉と
叱咤激励するが、〈Who　has　not　a　let　heart　w丘th　him　have　legs．＝気の弱い
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ものは足を持て〉と、臆病な弱者への知恵も忘れてはいない。
　日本語の「心」も心臓だけを指しているわけではない。心は「胸」にも「腹」
にも存在するものと考えた。特に、（1）「絵心」など理解・感性　（2）「心構
え」など、気持ちの持ち方・覚悟　を表す表現など、日本語の「心」は知・
意・気・情をも包括し、英語の‘heart’に見られない拡がりと多様性があ
る。
おわりに
　万葉時代の日本語には「肝むかう」「群肝」「心前」「心府」など、「心」の
枕詞や、「心痛し」「穣心」「心に乗る」など、心臓の鼓動や動悸から生じた
感覚的な表現が少なくない。しかし「群肝」は五臓六蹄の総称であり、「心
肝」の「心（＝心臓）」も「肝稚（＝精神的に未熟）」というように、知恵の
在り処としての「肝（＝臓）」の一つであり、こころの活動の源は胸と腹の
五臓六蹄全体が意識されたのである。
　ギリシャ哲学やキリスト教思想の影響を受け、知と心と肉体の弁別が進ん
でいた英語に比較すると、日本語は、万葉時代から知・情・意の全てを「心」
と呼び、その区別は緩やかなものであった。元来は「頭（＝脳）」より胸や
腹が重視され、「脳頭」「脳裏」「脳漿を絞る」「脳天気」のように、記憶力・
判断力といった「脳」の精神的な作用が意識されたのは、余り古い時代では
ないらしい。エリザベス朝の英語の‘brain＝脳’は、理性の宿る座と考え
られ、‘head’とは区別されたが、現代の日本語でも、脳は「脳天」「首脳」
など「頭（head）」との区分が未分化であるといえる。
　時代・民族・環境・習慣が異なるにもかかわらず、日本語と英語の「胸」
や「腹」に関する表現には、多くの類似性がある。当然のことながら同じ人
間である以上、その生理や感じ方そのものに大きな隔たりがあるわけではな
い。しかし、肝臓・胆嚢・腎臓といった臓器の機能と、それに纏わるイメー
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ジや比喩的意味は、それぞれの社会と文化の中で育ってきただけに、その文
化の色合いが濃厚であるといえる。例えば‘apot　belly＝太鼓腹、　back　and
belly＝背と腹、　belly　laugh＝腹を抱えて笑う’は、日本語の「腹」に一致
するが、「肝（胆）」が象徴する臓器は英語では‘gut’で、意識されるれる
臓器が異なる。英語の‘belly’は食欲の座であり、「背と腹」という体の部
位を表す語であるのに対し、日本語の「腹」と「肝」では明確な使い分けが
ない。まして、「腹いせ」「片腹痛い」「腹黒い」「腹芸」という日本語と、臓
器の機能を意識した英語の比喩的表現とでは、その心情的な拡がりは比較に
はならない。‘heart’に対応する「心（＝心臓）」も、「脳」や「気」と融合
して知・情・意にまたがり、「胸」や「腹」と緩やかに意味を共有しあう。
日本語では、11世紀頃から知弁的な「考える」ということばが生まれて「肉
体：精神」や「知：心」が区別され、「心」は「気持ち」「感じ」と比べて、
より主体的で能動的な精神状態を表すようになったが、現代の日本語でも「思
う」は「恋う」の意として用いられ、やはり情緒的な含意が強い。これは人
体そのものに関する思想の違いにもよるが、狩猟民族と農耕民族という文化
の違いも大きく関わっているに違いない。
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